2003/10/30

NEC Express5800/51Tf－3Dlabs Wildcat VP560 動作確認報告

１ 評価日
2003年10月26日～30日
２ 評価対象
3Dlabs社 Wildcat VP560のドライバ 3.01.535.0
３ 評価部署
日本ユニシス・エクセリューションズ(株)

　メカニカルソリューション事業部　開発部


（評価作業担当：太田　昇）
４ H/W作業条件

	PC構成
	OS
	GA
	Driver
	設定
	解像度

	NEC

Express5800

/51Tf

Pentium4

/2.80GHz

Mem1024MB
	2000

(SP4)/

XP

(SP1a)
	3Dlabs

WildcatVP560
64MB
	3.01.535.0
	最適化アプリケーション：

CADCEUS V6.2（TM）

フルシーンアンチエイリアス：　オフ

バッファスワップモード：

スワップコピーを強制

Zバッファ深度：　　　高精度を強制

テクスチャ色深度：

デスクトップの色深度を使用

オーバレイ／アルファ：　　　　動的

テクスチャフィルタリング：　　高速

垂直同期を待機：　　　　　　　OFF
	1280×1024

True Color


５ CADCEUS動作確認
　CADCEUSの表示関連のリリーステストとグラフィックボード評価テスト、およびOpenGL単体テストプログラムを実施。
　CADCEUS：5R1-6B、V6.3［設定：2000：Buffer Copy/Front○　XP: Buffer Copy/Front○］
６ 問題点

	NO　
	項目　　　　　
	内容詳細　　　　　　　　　　　　
	重要度　

	(1)　
	デプス・キューの設定がビットマップに効かない
	マーカを作成し、デプス・キューを実行した時マーカが明表示される。
DISP.env　INSMODEをONにして、非創成OBJにマーカがある場合もマーカが明表示される。
	大

	(2)
	ウインドウ重複時の表示不正
	OS:2000＋5Rにて同一OBJ2つ以上のポートでオープン。ポート1を図面表示領域、その他のポートを2点指示で表示。要素を作成した時、ポート1の表示領域に他ポートが重なっている場合、ポート１上の要素が他ポートに表示されてしまう。

DISP.env　USEUQUMをOFFに設定することで回避可能。
	大

	(3)
	ウインドウ重複時の表示不正
	OS:2000+5Rにて下にあるポートの要素が、上に重なっているポート上に表示される。図形表示領域にてポートを異なる2つのOBJをオープンし。再描画を実行にて現象発生。
	大

	(4)
	無限線の表示が不正
	無限線を表示中、両端点がポート外になるような状態でかなり拡大した状態で、さらにマウスズームを行う。その際、ポートの端の部分が表示されないタイミングがある。シングルズームでは問題は発生しない。　レアケースであり、制限とできるレベル。
	小


【重要度】
大：操作上非常に問題。CAD操作に支障をきたす。
中：操作上の問題は小さいが放置できない。
小：動作の一部がおかしいが操作上は制限としてもよい。
７ 評価

　　使用不可です。

－以上－
























